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期待される成果と意義：
都市の⼈流の流域のサイズ分布が、コロナ禍の外出規制によってどう変わったか？
在宅型に勤務形態が変わった⼈の割合、仕事以外と思われる外出の頻度、などの推定
様々なイベント時系列などと⽐較検討

⇓
発⾒した経験則を満たす数理モデルの構築
予測や制御への応⽤可能なシミュレーション

⇓
感染予防と経済の両⽴を⽬指す施策作成
のための基盤数理モデル構築 図は、コロナ禍前の東京近郊の流域（左）

朝の来週時の流域のサイズ分布（中）
⼈の流れの⽣み出すポテンシャル⼒（右）


